
自
己
申
告
と
業
績
評
価
か
ら
な
る
人
事

考

課
制
度
は

、
賃
金

、
異
動
、

昇
任
に

ま
で

深

く
関
わ
っ

て
い
ま

す
。
能
力

・
業
績

主
義

に

よ
る
職
場

管
理
は

、
教
職
員

の
協
力

・
共

同

の
学
校
づ

く
り
を

困
難
に
し

、
教
育

活
動

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昇

給
に
つ
い
て
、
前
年

55
歳
未

満

の
教
員
の

場
合
、

業
績
評
価

の
最
上

位
は

６

号
昇
給
、

上
位
は

５
号
昇
給

（
合
わ

せ
て

付
与

率
３
０
％
以

内
。
う
ち
最

上
位

10
％
以

内

）
標
準
（

中
位
）

は
４
号
昇

給
（
１

０
０

％

か
ら
上
位

以
上
及

び
下
位
１

以
下
を

除
い

た

率
）
と
し

、
さ
ら

に
一
次
評

定
「
Ｄ

」
は

２

号
昇
給
、

３
年
以

上
連
続
「

Ｄ
」
と

な
る

と
昇
給
は
無
し
、
と
な
る
の
で
す
。

「
忙

し
い

の
で…

」
「

評
価

を
聞

い
て

も

意

味
が
な
い…

」
「

嫌
な
思
い

を
し
た

く
な

い…

」
「
ど

う
せ
評

価
は
変
わ

ら
な
い…

」

な

ど
の
理
由

で
開
示

申
請
を
し

た
く
な

い
人

も

い
る
で
し

ょ
う
。

そ
の
気
持

ち
も
よ

く
分

か

り
ま
す
。

し
か
し

こ
の
制
度

が
で
き

た
と

き

に
は
本
人

開
示
な

ど
の
制
度

は
あ
り

ま
せ

ん

で
し
た
。

そ
れ
を

私
た
ち
の

運
動
に

よ
り
、

不

十
分
で
は

あ
り
ま

す
が
一
次

評
定
の

希
望

者

本
人
へ
の

開
示
と

苦
情
相
談

制
度
が

実
現

し
ま
し
た
。

開

示
請
求
す

る
人
が

少
な
け
れ

ば
、
都

当

局
や

都
教
委
は

、
人
事

考
課
制
度

の
納
得

性

は
向

上
し
定
着

し
て
い

る
と
一
方

的
に
判

断

し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
で

も
多
く

の
人
が

開
示
請

求
を
す

る

こ
と

が
、
恣
意

的
評
価

を
許
さ
ず

、
人
事

考

課
の
見
直
し
へ
の
力
に
な
り
ま
す
。

①

校
長
か
ら
全
員
に
（
希
望
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

配
ら
れ
る

申
請
用
紙

に
記
入
し

て

提
出
し
ま
す
。

②

業
績
評
価
開
示
申
請
を
行
う
と
、
校
長
か

ら
評
価

が
記
載
さ

れ
た
用
紙

と
面
談
申

請

用
紙
が

渡
さ
れ
ま

す
。
面
談

を
行
わ
な

い

と
、
評

価
の
理
由

を
聞
い
た

り
、
評
価

に

不
服
の

場
合
に
要

望
で
き
る

苦
情
申
出

を

し
た
り

す
る
こ
と

が
で
き
ま

せ
ん
の
で

、

で
き
る

だ
け
、
面

談
も
申
請

し
ま
し
ょ

う
。

管
理
職

の
以
下
の

よ
う
な
言

動
は
、
問

題

行
動

と
し
て
研

修
や
指

導
の
対
象

と
な
り

ま

す
。

納
得
の
い

か
な
い

こ
と
や
問

題
は
組

合

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
】

◆

全
教
職
員
に
説
明
し
な
い
。
申
請
用
紙
を

配
ら
な

い
。
申
請

用
紙
を
受

け
取
ら
な

い
。

◆

「
俺

の
評

価

が
信

用
で

き
な

い

の
か

」

「
組
合

員
で

も
な
い

の
に

な
ぜ
申

請
す

る

の
か
」

「
面

接
の
時

に
口

頭
で
答

え
る

」

な
ど
と
言
っ
て
開
示
請
求
さ
せ
な
い
。

◆
開

示
面
接

で
評
価
に

つ
い
て

説
明
し
な

い
。

評
定
の

具
体

的
根
拠

に
つ

い
て
言

わ
な

い
。

正
規
の
教
職
員
を
増
や
し
、

持
ち
時
数
業
務
の
削
減
を

全
教
が
勤
務
実
態
調
査

全
教

は

去

る

1
月

19
日
、

10
月

24
日

（
月
）
～

30
日
（
日

）
に
実
施
し

た
、
全
教

「
教
職
員
勤
態
調
査20

2
2

」

の
第
１
次
集
計

を
記
者
発

表
し
ま

し
た
。
調

査
で
は

、
教
職

員
の
リ
ア

ル
な
勤

務
実
態
が

明
ら
か

に
な
り

ま
し
た
。

・
校
内
で
の
時
間
外
勤
務
（
４
週
間
の
平
均
）
・
・

71
時
間

40
分
。

10
年
前
調
査
よ
り
２
時
間

超
増
加

・
持
ち
帰

り
含
む

時
間
外
勤

務
の
合

計
・
・

86
時
間

24
分

・
時
間
外
勤
務
の
上

限
（
月

45

時
間
）
に

つ
い

て
み
る

と
、5

9.
2
%

が

超
え

て
い
る

と
回
答

・
さ
ら
に
、
校
内
で
の
時

間
外
勤
務
の
分
布
、

82
.3
%

が
上
限
超
え
、
そ
の
う
ち

3
6
.1
%

は

10
0

時
間
を
超
え
る
。

・
年
代
別
で

は
、

30
歳
以
下
の
若

手
の
先
生

た
ち
が
最
も
過
酷
な
勤
務
実
態
。

・
小
中
で

は
、
平

日
１
日
あ

た
り
３

時
間
以

上
の
超

過
勤
務

を
し
て
い

る
教
職

員
が
約

半
数
。

・
「
長
時

間
過
密
労
働

解
消

に
必
要

だ
と
思
う
こ

と
」

は
、
「

教
職
員
数
を

増
や

す
こ
と
」
が
最
も
多
い
。

★「長時間労働解消のため、給特法の改正と教職員の大幅増員を求めます」・・・職場決議をあげよう！

」

困っている事

悩んでいる事
組 合 に

ご 相 談 を ！

全
教
・
都
教
組

杉
並

支
部
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ュ
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ス
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都
教
委
の
「
開
示
の
実
施
」

の
文
書
は
全
員
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
か
？

杉並支部HPです

納
得
の
い
く
評
価
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

開
示
請
求
し
な
け
れ
ば
、

わ
か
り
ま
せ
ん

４
年
前

都
教
委
は
、

開
示
通
知
書
を
交
付
を
せ
ず
、

問
題
が
あ
れ
ば
組
合
に
相
談
を

（
処
分
理
由
）

当
校
勤
務
校
に
所
属
す
る
教
員
7

名
か
ら
、
開
示
請
求
を
受
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
開
示
期
間
中
に
、
同
校
に

お
い
て
、
同
7
名
に
対
し
て
、
教
職
員

定
期
評
価
本
人
開
示
通
知
書
を
交
付

し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
３
月
30
日
午
後
２

時
30
分
頃
、
同
校
に
お
い
て
、
同
７
名

中
５
人
の
同
開
示
通
知
書
に
つ
い
て
、

虚
偽
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
同
開
示

通
知
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
同

日
午
後
２
時
50
分
頃
か
ら
同
日
４
時

35
分
頃
ま
で
の
間
に
、
同
校
に
お
い
て
、

同
５
名
に
対
し
て
、
虚
偽
の
評
価
が
記

載
さ
れ
た
同
開
示
通
知
書
を
渡
し
た
。

さ
ら
に
、
同
５
名
分
の
虚
偽
の
評
価

が
記
載
さ
れ
た
同
開
示
通
知
書
を
作

成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
午
後

４
時
40
分
頃
、
同
校
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
に
対
し
て
、
虚
偽
の
報
告
を
行

う
な
ど
し
た
。

（
都
教
委
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

虚
偽
の
評
価
通

知
書
を
渡
し
た

校
長
を
停
職
６

月
の
処
分

世
の
中
全
体
が
個
別
化
す
る
中

で
、
社
会
で
の
つ
な
が
り
、
家
庭

の
教
育
力
が
落
ち
、
又
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
保
護
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、

学
業
以
外
で
の
個
別
対
応
（
親
も

子
も
）
に
割
か
れ
る
時
間
が
膨
大

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
担
任

当
た
り
20
人
く
ら
い
ま
で
に
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
、
教
員
の
負
担

は
心
身
と
も
に
増
え
、
教
員
の
な

り
手
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
を
進
め
る
よ
う
に

と
、
上
か
ら
の
指
示
は
あ
り
ま
す

が
、
仕
事
量
は
変
わ
ら
な
い
（
む

し
ろ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
で
増
え
て
い

る
）
の
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の

負
担
は
増
え
て
い
ま
す
。
心
身
と

も
に
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か

改
善
の
動
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ⅰ
小
分
会
の
ひ
と
声
よ
り
）

給特法の改正と教職員の教職
員の大幅増を求める職場の声
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私たちの給料の昇給にあたっては、校長の

推薦が極めて重要です。

そのため去る1月、下記のような申し入れ
を区教委及び各学校校長に行いました。

来
年
度
の
「
成
績
率
」
お
よ
び
「
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
」
の
校
長
推
薦
に
関
す
る
申
し
入
れ

日
頃
よ
り
、
子
ど
も
と
教
職
員
の
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

都
教
組
は
、
職
場
に
差
別
分
断
を
持
ち
込
み
、
教
育
を
壊
す
能
力
・
業
績
主
義
強
化
に
一
貫
し
て
反
対
し
、

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
な
く
な
い
職
場
で
、
都
当
局
の
い
う
「
職
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
資
す
る
」
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た
く
逆
の
結
果
を
生
ん
で
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

教
職
員
は
、
空
き
時
間
も
な
く
授
業
や
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
公
務
分
掌
や
研
修
、
部
活
を
持
ち
、
日
々

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
失
敗
が
許
さ
れ
ず
に
成
果
を
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
雰
囲
気
と
圧
力
の
中

で
、
必
要
以
上
の
上
下
関
係
や
緊
張
関
係
が
生
ま
れ
て
職
員
同
士
の
同
僚
性
が
失
わ
れ
、
成
果
を
上
げ
る
た
め

に
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
は
協
力
・
協
働
の
作
業
が
欠
か
せ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
失
わ
れ
る
中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
体
罰
等
、
昨
今
の
学
校
を
と
り
ま
く
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
の
根
本
原
因
に
業
績
評
価
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
能
力
・
業
績
に
も
と
づ
く
信
賞
必
罰
の
人
事

管
理
強
化
で
、
教
育
の
質
が
向
上
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
間
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
、
メ
ン
タ

ル
を
主
と
す
る
病
気
休
職
者
が
一
向
に
減
少
し
な
い
、
教
職
員
の
欠
員
が
埋
ま
ら
な
い
な
ど
の
現
実
か
ら
も
、

教
職
員
を
追
い
詰
め
る
も
と
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
秋
季
年
末
闘
争
に
お
い
て
、
職
責
・
能
力
・
業
績
主
義
強
化
と
し
て
、
昇
給
制
度
の
見
直
し
が
強
行
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
現
行
２
年
連
続
総
合
評
定
Ｄ
の
職
員
が
現
行
１
号
昇
給
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
２

０
２
４
年
４
月
昇
給
か
ら
３
年
連
続
総
合
判
定
Ｄ
の
職
員
は
昇
給
な
し
と
な
り
、
下
位
区
分
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。成

績
率
や
昇
給
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
単
に
業
績
評
価
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務

成
績
の
経
過
も
踏
ま
え
て
推
薦
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
に
つ
い
て
も
、
成

績
率
と
同
様
に
、
公
正
か
つ
客
観
的
な
推
薦
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
の
成
績
率
お
よ
び
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
の
決
定
に
む
け
た
校
長
推
薦
を
行
う

時
期
に
あ
た
り
、
左
記
の
点
に
つ
い
て
、
要
請
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
来
年
度
の
成
績
率
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
だ
れ
も
が
意
欲
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
教
育
に
打
ち
込
め
る

制
度
運
用
と
な
る
よ
う
、
公
正
か
つ
客
観
的
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
の
推
薦
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
、
公
正
か
つ
客
観
的
に
行
う
こ
と
。

一
、
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
に
つ
い
て
は
、
職
場
に
一
人
と
い
う
特
殊
性
を
十
分
考
慮
し
、
推
薦
す
る
こ

と
。

一
、
成
績
率
の
校
長
推
薦
に
つ
い
て
、
だ
れ
も
が
意
欲
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
教
育
に
打
ち
込
め
る
制
度
運
用

と
な
る
よ
う
、
校
長
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

二
〇
二
三
年

一
月

十
九

日

東
京
都
教
職
員
組
合
合
杉
並
支
部

支
部
長
代
理

松

永

晃

杉
並
区
教
育
委
員
会

教
育
長

白
石

高
士

様

元のページに戻すには パソコン画面上部の ← をクリックします。


